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1章　遺跡を取り巻く環境

近隣で旧石器時代まで遡る遺跡は会下山遺跡（014019：兵庫県遺跡番号　以下同じ）などしかなく、

きわめて少ない。

縄紋時代になると、楠・荒田町遺跡（014023）でも縄紋早期以前まで遡る尖頭器が出土しており、中

期から晩期にかけての土坑や貯蔵穴も検出している。また、宇治川南遺跡（013023）では早期から晩期

にかけての遺物が出土しており、黒曜石の石器や石棒・土偶などのほか、山麓の祇園遺跡（014007）で

も早期・前期の遺物が出土している。低地では大開遺跡（014030）や上沢遺跡（014031）、五番町遺跡

（016012）などが挙げられる。

弥生時代になると、遺跡は爆発的に増える。楠・荒田町遺跡では前期から中期初頭の貯蔵穴を検出し、

宇治川南遺跡や大開遺跡では前期の住居を検出している。また、大開遺跡は前期前半の環濠集落である。

次に中期になると楠・荒田町遺跡でも竪穴住居や掘立柱建物、方形周溝墓などが存在し、宇治川南遺跡

では木棺墓群を検出している。後期には長田神社境内遺跡（016005）や長田南遺跡（016011）に集落が

営まれる。また、中期や後期には熊野遺跡（014012）・会下山遺跡、河原遺跡（014013）、天王谷遺跡

（014002）、祇園神社裏山遺跡（014003）などの丘陵上にも高地性集落が営まれるようになる。

周辺は市街化が著しいため、古墳は消滅や埋没したものが多い推定できる。夢野丸山古墳・会下山二

本松古墳・念仏山古墳（016012）・池田古墳群（016006）などを周知しているにすぎない。荒田八幡神

社境内も周囲から高くなっており、墳丘の可能性を考えるが、確認していない。一方、楠・荒田町遺跡

で中期や後期の住居を検出しており、他に韓式土器が出土した上沢遺跡や、御蔵遺跡（016018）、御船

遺跡（016027）、神楽遺跡（016014）、湊川遺跡（014025）、三番町遺跡（016022）などが知られる。ま

た、下山手北遺跡（013042）では7世紀前半の倉庫を含む掘立柱建物群が存在する。

奈良時代の遺跡には、銅椀が出土した上沢遺跡、8世紀末～9世紀の倉庫を含む掘立柱建物の存在から

八部郡街の推定地とする御蔵遺跡や、神楽遺跡、御船遺跡などがあり、楠・荒田町遺跡、神戸大学医学

部付属病院構内でも多くの土器が出土する土坑を検出したが、その他の地区では土器を散見するにすぎ

ない。兵庫津遺跡（014024）では大輪田泊の時代にまで遡る遺構は、近年ようやく発見されはじめてい

る。室内遺跡（016004）からは土製の仏像の一部や瓦が出土しており、寺院跡の存在が伺われる。

平安時代前半の遺跡には下山手北遺跡があり、貴族クラスの邸宅跡と考えられる園池を伴う掘立柱建

物群が検出された。宇治川南遺跡では10世紀末から13世紀前半の遺物が出土している。神楽遺跡では平

安時代中期の緑粕陶器・灰粕陶器などの遺物が出土している。

平安時代後半から鎌倉時代初頭の遺構・遺物の出土は増加する。楠・荒田町遺跡の南部地域では、地

下鉄工事に伴う1978年度の調査で10～12世紀頃の遺物が出土する柱穴群を検出したが、大規模な建物を

構成するものではない。また、周辺ではマンション建設などに伴った調査が行われているが、同時期の

遺構・遺物は一般的な集落遺跡のものである。但し、橘小学校跡地で検出された幅4m以上、深さ1．4m

以上の大溝を、古代山陽道を推定した場所で検出しており、12世紀後半から13世紀前半頃の遺物が出土

している。また、神戸大学医学部の南側で実施された神戸地方検察庁楠町宿舎建設に伴う確認調査（兵

庫県遺跡調査番号920283）では推定古代山陽道に直交する方向の幅約3mの溝を検出し、南端部では山

陽道によって規定された地割りに大型の溝を設けていることがわかる。
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楠・荒田町遺跡の西端部地域では、1992年度に荒田公園内で行われた調査で、柵によって区画された

掘立柱建物群が検出され、11世紀後半から13世紀代の土器が出土している。また、石帯や瓦も出土して

いる。柵列や建物の主軸はN29～380Wの角度をもっ。

雪御所遺跡（014016）は古く明治時代に礎石と考えられている花崗岩の巨石や瓦が出土しており、19

87年度におこなわれた調査では、該当時期の遺構を検出できなかったものの、多量の土師器や須恵器・

瓦器・瓦が出土している。

祇園遺跡（014007）は天王越えである有馬街道が山に分け入る山麓に広がる遺跡で、これまでの数次

の調査で、園池遺構などを検出し、当時の貴族の邸宅の一部が現れた。多量の土師器、京都産を含む瓦、

椚披天目茶碗を含む中国製磁器や石鍋などの滑石製品が出土しており、平重盛やその子椎盛、資盛など

平家一門の有力者の邸宅跡を推測させている。

この他、湊川遺跡・上沢遺跡・室内遺跡・御船遺跡でも同時期の遺物を検出している。

室町時代の遺構は楠・荒田町遺跡でも少ないが、平成11年度の調査（遺跡調査番号990226）では同時

代の井戸や溝が検出され、湊川宿との関連が考えられている。

2章　調査に至る経過と経緯

財団法人兵庫県健康財団は、少子・高齢化社会の到来を迎えて、官民が協働して総合的に県民の健康

づくり、生活習慣づくりを推進するための、新たな体制として創設された財団法人である。その活動拠

点となる施設を、兵庫区荒田町2丁目に整備することとなった。

第1期整備事業としては、兵庫県荒田仮設庁舎跡地に、事務所、検診室、検査室などを含む新たな施設

を建設することとなった。予定地は、弥生時代では六甲山南麓の拠点集落、平安時代後期には「福原京」の

推定地として著名な、楠・荒田町遺跡の中にあり、近接する神戸大学附属病院内では、建物の改築等に

伴い、数次にわたる発掘調査を実施している。

このため、新施設建設に先だち、財団法人兵庫県健康財団の依頼（平成11年4月21日付け　兵健第24

号）に基づいて、平成11年4月26～27日に確認調査（遺跡調査番号990141）を実施した。その結果、計

画地内に遺構の存在が判明したため、改めて財団法人兵庫県健康財団の依頼（平成11年8月11日付け

兵健第142号）を受け、本発掘調査（遺跡調査番号990226）を実施した。

整理作業は平成18年度と19年度にわたって行った。初年度は水洗い・ネーミング・接合・補強・実測・

拓本・復元・金属器の保存処理を行い、次年度は写真撮影・写真整理・図面補正・トレース・レイアウ

トを行った。

水洗い・ネーミングは兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所魚住分館（明石市魚住町清水）で行い、

その他の作業については、平成18年度は兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所（神戸市兵庫区）、平

成19年度は県立考古博物館（加古郡播磨町大中）で行った。

（金属器の保存処理にあたっては、事前にレントゲン写真を撮影し、水酸化リチウムで脱塩処理をした

後、錆取りを行った。強化にはアクリル系合成樹脂であるパラロイドNAD－10を利用した。）

確認調査（遺跡調査番号990141）

ー2－



平成11年4月26～27日

兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　企画調整班

山本　誠・多賀茂治

本発掘調査（遺跡調査番号990226）

平成11年10月19日～12月27日

兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　復興調査班

藤田　淳・仁尾一人

整理作業体制

平成18年4月1日～平成19年3月31日

兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　整理保存班

岡田章一・菱田淳子・藤田　淳・岸本一宏・池田悦子・松本嘉子・前川悦子・高瀬敬子

平成19年4月1日～平成20年3月31日

兵庫県立考古博物館埋蔵文化財調査部

岡田章一・菱田淳子・松本嘉子・古谷章子（以上整理保存班）・別府洋二（調査第1班）・

山本　誠（企画調整班）

同事業部

藤田　淳（学芸課）

3章　調査の方法

調査対象地は中程に東西方向の段差があり、北側が南側よりも約1m高くなっている。残土処置を考

慮してこの段差を境に調査区を南北に2分割し、南側を1区、北側を2区とした（図版4）。

まず、1区の調査を行い、残土はすべて場外へ搬出し投棄処分した。次に2区の調査を行い、その残

土は1区に横置きしたが、機械掘削土の一部は場外へ搬出処分した。

1区は現地表下約80cmの旧表土（耕作土）上面まで、以前に存在した建物のコンクリート基礎を除

去しながら、重機で掘削した。その後、人力で遺構検出面（巨礫混じり黄褐色砂礫層）までの掘削を行

い、遺構の検出と掘削、写真用足場からの全景写真撮影を行った。これらの作業が終了した後、遺構検

出面の下位の土層の堆積状況を把握するために、調査区の中程を重機がとどく深さまで、立ち割りを実

施した。同様な層が連続するのみで、大きな変化は認められなかった。

2区は確認調査の結果にもとづき現地表下40～50cmの黄褐色シルト混じり粗砂層（花崗岩風化バイ

ラン土）の上面までの機械掘削を調査区東端から開始した。1区と同様にコンクリート基礎を除去しな

がら掘削を進めた。しかし、遺構が存在する状況ではなかったため、遺構検出面はさらに70～100cm下

位の淡黄灰色砂混じりシルト層と判断し、その約10cm上位まで掘削することとした。ところが、西側

に近づくと当初の黄褐色シルト混じり粗砂層の上位に土壌化した暗褐色シルト混じり粗砂層があり、こ

の層を切り込んだ遺構が確認された。そこで急遽、機械掘削の深度を現地表下約50cmまで上げ、遺構

面を直接検出していった。したがって、調査区東半では本来の遺構面よりも掘り下げてしまったことに

なる。人力で精査と遺構検出を進める過程で遺構の時期が中近世と弥生時代に大別されることが判明し
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た。まず、中近世の遺構の掘削・写真用足場からの全景写真撮影・一部の遺構実測を行った後、弥生時

代の遺構の調査を行った。

遺構全体の平面実測は、1区・2区ともクレーンを用いた写真測量で行った。2区ではクレーンの足

場を西側に確保するために、工事範囲の全域を同時に調査することはできなかった。そこで、写真測量

の終了後、調査期間の許す範囲で、西側への遺構の広がりの確認に努めた。さらに、ヘリコプターによ

る遺跡周辺の写真撮影も実施した。

調査終了間際の12月25日には現地説明会を行った。事前の記者発表による新聞報道の成果もあって12

0名の参加があり、その様子は地元TVでもニュース放映された。

4章　調査の概略

1区は2区との境の段差が旧地盤を大きく削平して生じたものであることが判明した。削平は近代の

開墾および以前存在した建物の建設の際に行われたものである。したがって、遺物包含層は無く、巨礫

混じり砂礫層上面で土坑数基を検出したに過ぎない。土坑はいずれも不整形で浅い。埋土の状況や出土

遺物からいずれも近世以降のものである。

2区では、弥生時代、室町時代、近世の遺構を同一面で検出した。遺構の検出面は現地表下約50cm

の暗褐色粗砂混じりシルト層で、この層の本来の上面は建物基礎などの攫乱によって削平されている。

各時代の遺構はすべて西側に集中しており、東側には存在しない。東側の遺構面の下位には層厚約70

cmの洪水砂が堆壊しており地盤の締まりが悪い。西側は砂混じりシルト層の固く締まった地盤であり、

これが集落立地の選択要素となったと推定する。また、南側は旧地形が大きく削平され、遺構もすべて

途切れてしまっている。

5章　弥生時代の調査

1節　遺構

中期中葉～後葉の溝、柱穴、土坑などを検出した。遺構は調査区の中央付近から南西の方向に延びる

溝（SDO52）を中心に、その北西側に柱穴が散在し、南東には幅の狭い溝（SDO54）や土坑（SKO58）な

どが分布する（図版7）。柱穴は出土遺物と溝埋土との類似性によって時期判断を行ったため、不確実

な点があることは否めない。

SDO52（図版8・9）

幅約3．0m～3．5m、延長は15m以上、ほぼ直線的に延びる溝である。北側から南側へしだいに深くな

り、最深部の深さ約1．2mを測る。南側は旧地形の削平に伴って途切れている。北端はSEO22や撹乱に切
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られており、どのように続いていたのかよくわからない。この溝の底近くからは弥生土器片や石斧、石

庖丁、焼けた礫などがまとまって出土した。時期を確認できたものはほとんどⅢ様式古段階のものであっ

たが、I様式の木の葉紋の壷片（37）も確認している。

SDO54（図版9）

上記のSDO52に直交する溝で、幅約0．8m、延長は3．7m以上を測る。北端は浅いが急に深さを増す。溝

の最上部からはⅣ様式の土器片がまとまって出土した。

2節　遺物

図版14から16は主に弥生時代の土器である。小片のため、径や傾きが推測の域を出ないものが多く含

まれている。まとまって出土している遺構は2区の溝（SDO52、SDO54）であり、柱穴（PO18）のほか、

後世の遺構である井戸（SEO24、SEO22）からも弥生時代の土器が出土している。

SDO52出土遺物（1～58・66）

遺物の多くは弥生時代Ⅲ様式古段階に属するものとみられるが、一部弥生時代前期のもの、また縄文

時代の遺物もみとめられる。

1は鉢の口縁部である。外傾する端部外面にやや左下がりの刺突文をやや密に施す。2から4は壷の

口縁である。2は外傾する端部外面に上下2段に上段は左下がり、下段は右下がりの刺突文を施す。3

は端部外面に左下がりの刺突文、上面に波状文を施す。円孔は1つ穿たれている。4はラッパ状に開く

口縁である。端部に装飾は無く、頸部に凹線を2条施す。

5は無頸壷である。口縁端部はほぼ水平でわずかに内傾し、内周・外周ともに刻みを施す。端部より

少し下がった部位に3条の貼付突帯がめぐっており、縦方向の棒状浮文が剥離した痕跡が残る。休部に

は縦方向のパケメの後、横方向のパケメを施しており、その上に一部波状文をみとめる。

6～8は直口の壷である。6は2条の貼付突帯がめぐっている。上段の突帯には1～4mmの不規則な

間隔で小さく押さえが施されるが、下段には1箇所のみ押さえをみとめるのみである。また下段の下に

は波状文の一部をみとめた。7の端部は断面3角形状に内側に張り出す。横方向に長い楕円形の指痕の

ある貼付突帯が巡る。8は口縁端部の少し下に幅に比べ縦方向の上下幅の大きい山の高い波状文、その

下にごくわずかに2段目の波状文が残る。

9はハの字状に開く口縁の壷で、2段の櫛描直線文が巡る。10は口縁端部を欠くが、垂下すると推定

する。内面に貼付突帯が巡る。

11～14は径・傾き等が不明な壷の破片である。11はおそらく頸部の破片で、6条の断面三角形状の貼

り付け突帯を施すが、突帯が剥離または欠損する部分も多い。下端には櫛描文をみとめる。12～14は肩

部の破片でいずれもパケメの上に櫛描文を施している。12は3段の櫛描直線文（8本1単位）を施す。

13は最上部に断面三角形の突帯、その直下に直線文、その下に少し問を空けて緩やかな波状文を施す。

14は2段の直線文、その上下と間に小さなピッチの波状文を施す。15も壷の胴部の破片で、櫛措直線文

上に円形浮文を貼り付け、その上下に斜格子文を施す。斜格子の大きさは直線文の上下で異なり、上は
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大きく下は小さい。

16は嚢の胴部である。横からみた形状はおおむね縦長の楕円形で、底部は平底である。内面は板ナデ

のちへラミガキで、部分的に細い工具痕がのこる。外面はへラ削り後磨くものの、仕上げについては、

内面の方が丁寧である。

17～21は窪の口縁である。くの字状に直線的に短く広がる口縁部で、端面はわずかにつまみ上げたよ

うな形状で、特に装飾はみとめられない。頸部以下の内外面はパケメであるが、17では外面は縦方向、

内面は横方向であり、18の外面は右下がり斜め、内面はおおよそ縦方向、19は外面が縦方向、内面は不

明、20では内外とも右下がりの斜め方向である。

22は高杯の杯部である。丸みを帯びた浅い椀状に大きく広がる。端面を拡張し、わずかに内傾する。

端部外面に刻みが残る。そのわずかに下がったところに8本1単位の櫛描簾状文が巡る。その下に少し

間を空けてやや雑な櫛描直線文がある。それ以下の外面は横方向のへラミガキ、内面はパケメもしくは

ヨコナデである。

23・24は大型窯の口縁で、形態的な特徴や調整法は17～21と同様である。24には外面の頸部下に「十」

字状のへラ痕がある。

25～31は底部である。25～27、30は底面から急角度で立ち上がるもので、賓の底部かと思われる。25

の外面は縦方向のへラミガキ、内面はナデ。26の外面は指オサ工と板ナデの後縦方向のへラミガキ、内

面は板ナデに近いケズリで中央は一段窪む。底面は指ナデ。また底面との屈曲部に黒斑をみとめる。27

は器壁の残りがよく、特に底面から立ち上がる部分は薄い。外面は縦方向のナデ、内面は不定方向のナ

デと指オサ工。底面はナデ、その周縁は横方向のナデである。28・29は、底面から鈍角で緩やかに立ち

上がる器形で、壷の底部か。28は外面縦方向のへラミガキ後ナデ、内面はオサ工のちナデ。29も外面は

縦方向のへラミガキ、内面は12本1単位のやや細かいパケメである。30は内外面ともパケメ、底面から

の屈曲部は指オサ工、指ナデを施す。底面はナデ。31は外面板ナデ、内面及び底面はナデである。

32は口縁部で、無頸壷であろうか。端部は内側に肥厚し、面を持っ。やや雑な緩やかな波状文の下に

2条の凹線文を巡らす。溝の中層からの出土である。

33～38は、溝の下部からの出土である。33は3条の横方向の貼り付け突帯（全周しない）の上に縦方

向の棒状浮文を2本貼り付けている。貼り付け突帯の途切れた所に縦方向のパケメ、突帯より下段に波

状文が一部みとめられる。34は2条の横方向の並行する沈線から、弥生時代前期の土器片と考える。外

面はパケメもしくは擦痕の後ミガキ。35は壷の口縁で、端部はわずかに下方に拡張され、縦方向の刺突

文が施されている。36の底部の破片は粘土の貼り足し痕が明瞭である。また、底面が極めて厚い。上部

に黒斑が見られる。外面の器壁の残存は良好で、まず粗いパケを施した上から細かいパケメを行ってい

る状況が明らかである。内面は表面の剥離や摩滅が著しい。底面は指オサ工、指ナデを行っているが平

滑に仕上がっていない。37はほぼ平坦な破片であるため、傾き等は不明である。へラ描沈線による木の

葉文の一部らしい弧状の文様がみとめられる。弥生時代前期に遡る遺物である。38は無頸壷である。端

面は拡張されて面を持ち、わずかに内傾する。また外面に小さく刻み目を施す。外面は櫛描によるやや

雑な波状文と直線文を施す。内面はごく一部にパケメを認める。

39～44は溝の最下層からの出土である。39は壷の口縁部で外反する口縁端部は上下に拡張されて面を

もち、そこにへラ描の密な斜格子文を施し、大きめの円形浮文を貼り足している。40は短く上方に直立

気味に屈曲する口縁部である。屈曲部には刺実による刻み目を、それより上に円形浮文を貼り足し、そ
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れより下には180度以上の角度を持っ櫛描扇方文、さらに1箇所だけではあるが円形浮文らしいものを

みとめた。内面は摩滅のため調整は不明であるが、ナデであろう。41は無頸壷と推定される。外面には

幅広の凹線2条がめぐる。全体にヨコナデで仕上げている。42は聾の破片か。破片の下端に沈線をみと

め、全体の器形は釣り鐘を逆さにしたような形状ではなく、胴部が膨らんで口がすぼまる形態であろう。

口縁端部には刻み目を施し、全体にヨコナデで仕上げている。43も葉の口縁部で、頸部の屈曲部に2条

のへラ描沈線が巡り、端部には刻み目を施す。弥生時代前期のものと考える。44は縄文土器である。波

状口縁の器形と推定し、端部外面に細かな刻み目を、へラ描沈線の間に縄文を認める。

45～57は、調査時に番号をっけて取り上げた遺物である。45は大きく外反して開く口縁の壷である。内

側に3条の断面三角形の突帯を同心円状に貼り付け、細かく刻み目を入れている。最外周の突帯と真ん

中の突帯の間に円孔を2つ並べて穿っている。内面は横方向にへラミガキ、外面下部は縦方向のパケメで

ある。46は2と類似した外傾する端部外面に上下2段に上段は左下がり、下段は右下がりの刺突文を施

す壷である。47はラッパ状に開く口縁の壷である。端面は上下にわずかに拡張して面を持ち、板の小口に

よる刺突痕をほぼ垂直の縦方向に施している。頸部には2条の沈線が巡る。口縁端部付近は板ナデ後ヨコ

ナデを施し、それ以下は、外部は縦方向のやや粗いパケメ、内面は槙及び斜め方向の細かいパケメを施す。

48は休部に比べ口縁部が小さい「とっくり」状の壷で、2段の櫛描直線文が巡る。頸部外面は斜め及び

横方向のへラ状工具が当たった痕跡が残る。口縁部内外面はヨコナデ、胴部内面は粘土の継ぎ目がナデ消

されずに残り、指オサエ痕も残る。49は壷の休部の破片である。最上部及び最下部に櫛描直線文に扇形

文を加えた流水文が見られる。上の流水文の下はやや細かなどッチの波状文、その下は櫛描直線文で、そ

の下は半裁竹管による斜格子文を施す。内面は不定方向の板ナデ及び指オサ工である。50は窯で、口縁は

「く」の字状に屈曲し、端部は丸くおさめて終わる。内外面とも斜め方向のパケである。51は底部で壷か

賓か判断しがたい。内外面ともパケメであるが、内面はやや粗い目でごく軽く施されている。52は高杯の

脚柱部である。摩滅のため器壁の残りは悪く、調整は不明であるが外面は縦方向のパケメ、内面はへラケ

ズリ後ナデもしくは板ナデである。53は脚部と考えたが、上下逆で口縁部の可能性もある。端部外面は刻

み目を巡らせ、外面は縦方向のパケメ、及び横方向のへラミガキ、内面は横方向のパケメである。

54は壷の口縁である。端部上面に刻みを施し、全体をヨコナデで仕上げている。55は高杯の一部であ

る。外面は縦方向にミガキを施し、内面はナデまたは板ナデである。56は賓の口縁部である。端部は上

方につまみ上げている。57は底部の破片である。外部は概ね縦方向のへラナデもしくはへラケズリ後へ

ラミガキ。内面は摩滅のため調整は不明であるが、ナデで仕上げられている。

58は土師器の聾の口縁である。口縁端部を内側に肥厚する古墳時代前期の布留式の範暗に入るもので

ある。調整は残存している部分ではナデとヨコナデである。何らかの理由で混入したものか。

66は底部で、大きく開く角度から、壷の底部と考えた。外面は主に縦方向のへラミガキ、内面は摩滅

のため不明であるがナデまたはミガキであろう。

SDO54出土遺物（59～64）

59はやや大型の壷で、口縁部から頸部にかけての破片である。口縁端部は凹線文を4条巡らし、頸部

に櫛描直線文を4段施す。直線文は上下にやや波打っている。内面は左下がりのパケメを施す。60はほ

ぼ完形に復元できる壷で、下膨れの器形である。文様は無く、口縁端部は上下にわずかに拡張してヨコ

ナデを施す。休部は上半全体に縦方向のパケメを施した後、頸部付近を縦方向に、中位を横方向にへラ
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ミガキを施す。底部付近は縦方向にへラケズリのちへラミガキである。内面は斜め右下がりのパケメを

施す。61も60に似た器形であるが、口縁端部に1条の凹線が巡る。胴部はへラミガキを施し、一部にパ

ケメを認める。頸部内面には粘土の絞り目が残り、一部にパケメ、指頭痕が残る。62は大型の壷の胴部

下半である。最大径付近に2段の櫛描直線文、その下に櫛描波状文を施し、その下は水平に近い斜め方

向のパケメがみられる。それ以下は横方向のへラケズリの後、縦方向のへラミガキ。底部付近に黒斑が

みられる。内面は縦に近い斜め方向の粗いパケメである。また底面には籾痕が残る。63はほぼ完形に復

元できる小型の饗である。胴部中央が膨らむ器形である。口縁部は上方につまみ上げ、沈線を1条めぐ

らした上に左下がりの列点文を施している。外面上半はパケメの単位不明、下半は幅広の単位の縦方向

のへラミガキ、内面は上半に横方向のパケメが残る。64は高杯の一部である。杯部と脚部の境に2条の

貼り付け突帯を巡らす。摩滅のため、調整は不明である。時期としては、弥生時代Ⅳ様式を中心として

いる。

PO18出土遺物（69）

69は弥生土器の破片である。刺実による列点文がみとめられる。内外面ともナデて仕上げている。

SEO24出土遺物（65）

65は大型の壷の口縁である。口縁端部は下側にわずかに拡張され、上下2段に上段は左下がり、下段

は右下がりの刺突文を施す。頸部には指頭圧痕文帯をめぐらせる。指頭痕には爪痕が残る。調整は内外

面ともパケメ及びヨコナデである。

SEO22出土遺物（67・68）

67は底部である。底面は上げ底で外面は指オサエ後ナデ、内面は摩滅のため調整不明である。弥生後

期のものか。68は須恵器の杯身である。口縁端部を欠く。古墳時代後期のものと考えるが、何らかの理

由でこの遺構に混入したものであろう。

石器（Sl～SlO）

図化した石器は10点で、いずれも溝（SDO52）出土である。

Slはサヌカイト製の石鋲で、長さ18．9mm、幅15．3mm、厚さ3．9mm、重さ0．8gである。S2はサヌ

カイト製の削器で、長さ51．7mm、幅38．3mm、厚さ10．5mm、重さ22．2gである。S3は緑泥片岩製の石

包丁で、長さ99mm、幅45．0mm、厚さ9．5mm、重さ56．5gである。S4は砂岩製の砥石で、長さ7．1cm、

幅5．4cm、厚さ2．6cm、重さ126．5gである。表面には数条の溝を残す。S5は砂岩製の砥石で、長さ11．4c

m、幅8．9cm、厚さ4．9cm、重さ519．1gである。S6は砂岩製の砥石で、長さ10．8cm、幅8．3cm、厚さ2．2

cm、重さ271．4gである。S7は硬質砂岩製の太型蛤刃石斧の欠損品で、長さ9．4cm、幅6．7cm、厚さ5．5c

m、重さ485．4gである。石斧製時の敲打痕を残す。研磨方向は一定でない。S8は砂岩製の磨石で、長

さ14．6cm、幅7．6cm、厚さ5．5cm、重さ778．2gである。側縁に敲打痕を残している。表裏面は全体的に

細かな研磨痕を残すため、砥石を転用したものと理解できる。S9は花崗岩製の石皿で、長さ23．3cm、

幅14．0cm、厚さ7．3cm、重さ3100gである。表裏面の一部に、受熱の痕跡を残す。SlOは砂岩製の石皿で、

長さ20．0cm、幅11．8cm、厚さ6．8cm、重さ1750gである。
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6章　室町時代・江戸時代以降の調査

1節　室町時代の遺構

15世紀後半の井戸、溝、土坑、柱穴を検出した。調査地の中央付近に南北方向にほぼ真っ直ぐに延び

る溝（SDO31）があり、その西側に井戸（SEO22）と土坑、柱穴がある（図版7）。柱穴は列をなすもの

があるが、撹乱などと重なり建物としては復元できなかった。

SDO31（図版6）

南北方向にはぼ真っ直ぐに延びる溝で、深さ1．2mを測る。江戸時代の溝（SDO30）に東半を切られて

いるが、幅は4～5m以上と推定でき、屋敷地の東辺を区切る掘の一部と推定される。調査では本来の

遺構面よりかなり下位で掘削した後に検出したため、底付近がかろうじて残存したにすぎない。

SEO22（図版10～13）

上部は漏斗形に、下部は真っ直ぐに掘削された素掘りの井戸で、中程の直径約3m、検出面からの深

さ約4mを測る。北側は不整形な土坑（SKO34）と重複し、本来の遺構面よりかなり下位まで掘削した

後に検出したため、お互いの関係は不明確である。

底から1mほど埋まったところで、底を抜いた瓦質の羽釜2点を逆さまに据え、その中や周囲に土師

器の鍋・羽釜・小皿、備前すり鉢、瓦、石臼などの破片を散りばめていた。この状況は、井戸を放棄す

る際の祭祀行為と考えられるが、他の遺跡ではこのような例はあまりみない。遺物は15世紀後半のもの

であり、これ以下の埋土からは15世紀前半台の遺物が出土している。

井戸は巨礫混じりの砂礫層を掘削して作られているが、底に達するまで湧水は全くなかった。また、

埋土は底付近でもやや枯質のあるシルト質砂層が主体で、長期間にわたって帯水していたような状況で

はない。

2節　江戸時代以降の遺構

溝、穴倉、井戸、柱穴などが検出された。溝（SDO31）（室町時代）と重複する南北方向の溝（SDO30）

を境に、西側に井戸（SEO24）、穴倉（SKO12）、便蒙、柱穴などがある（図版7）。柱穴は1列に並ぶも

のがあるが、撹乱を考慮しても建物ではなく柵のようなものであろう。

SDO30（図版6）

室町時代の溝（SDO31）とほぼ同じ位置にあり、幅約4．5m、深さ1．2mを測る。埋土からは幕末～近代

の遺物も出土しており、埋没は明治初頭あたりまで下ろう。

SKO12（図版6）

東西3．5m、南北3．2mの方形竪穴で深さ約1mである。西側の一角には出入り用のスロープが設けて
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いるo SDO52と重複していることから、壌土からは少量の陶磁器や鉄釘とともに、多くの弥生土器も出

土している。18世紀代の遺構である。

SEO24

平瓦を縦横みした井戸で内径0．78m、検出面からの深さ2．6m以上を測る。重機によって断ち割りを

行ったが、底に達することはできなかった。1枚の瓦の大きさは24cmx25cmX4．5cmと一般の屋根瓦

よりも一回り大きく、焼きは甘い。1周に11枚の瓦を使用し、確認できた深さまでで11段を積む。なお、

井戸瓦のうち4点を図示する（137～139）。

井戸の掘り方からは近世の磁器片が1片出土したにすぎないが、井戸内からは多量の屋根瓦に混じっ

てプラスチック、ガラス瓶なども出土し、廃絶の時期は戦後あたりまで下ろう。

3節　遣物

SEO24出土遺物（137～139）

SEO24からは井戸瓦が4（137～139）点出土している。いずれも型作り成形で、平面形状は方形を呈

し、断面形状はやや円弧を措く。外面はへラ描きのジクザク文を施文し、内面は板ナデ調整を施す。色

調は灰色を呈する。近世後半～近代の製品と考えられる。

SKO12出土遺物

SKO12からは、無粕陶器措鉢（74）と染付磁器碗（75）が出土している。74は口縁部が上下に拡張して、

断面台形状の縁帯を形成し、口縁部内面には凸帯が1条廻る。休部内面には、櫛措きで10条1単位の措

目を施す。色調は明赤褐色を呈する。近世の備前焼措鉢と考えられる。75は器壁は比較的厚い。外面に

は淡い呉須で草花文を、底部外面には大きく崩れた「大明年製」銘を施す。肥前系波佐見産のいわゆる

くらわんか手碗で、18世紀後半の所産である。

SKO20出土遺物

SKO20からは、無柚陶器聾（76）、染付磁器湯呑み碗（77）、人形の土製品（78）が出土している。

76は平底で体部はほぼ直立する。底部内面と外面の底部から体部にかけては板ナデ調整を施す。産地

は明確ではないが、近世の肥嚢の底部と考えられる。77は高台がやや低い輪高台で、体部は直立し、口

縁端部はやや尖り気味に収める。外面には青海波と「福寿福」を、また内面には埋略文をそれぞれ銅版

転写で施文する。顔料は酸化コバルトで、濃い藍色に発色する。明治以降の製品である。78は笈を担っ

た人物を象った人形で、見ざる、言わざる、聞かざるの三相のうち、見ざるを表現している。両型作り

で、中央部に貼り合わせ痕が見られる。外面の彩色は剥落するが、白色の顔料のみが一部残る。

SEO22出土遺物

SEO22からは、大量の遺物が出土しており、種別では土師器、瓦質土器、無和陶器、施柚陶器、青磁

の他、瓦が出土している。
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1　土師器

土師器には器種別では皿（79～88）と鍋（89～101）がある。

（1）皿

皿には、小型のもの（79～85）と比較的大型のもの（86～88）がある。小型は底部がやや上げ底

気味で、底部と休部の界が明瞭なもの（79～83・85）と、平底で底部と休部の界が不明瞭なもの

（84）とに分類される。79～83・85の器形は全体に大きく歪み、底部を指で押さえて、やや上げ

底に成形する。休部は緩やかに直線的に斜め上方に延びる。非ロクロ成形で口縁部内外面には強

いヨコナデ調整を加える。休部～底部外面にかけては、指おさえの後、ナデ調整を施し、指頭圧

痕が残る。色調は浅黄橙色からにぷい橙色を呈する。84は底部の器壁は非常に薄い。休部と底部

の界は不明瞭で、休部は緩やかに斜め上方に延びる。口縁部は僅かに外方にひらく。非ロクロ成

形で、口縁部外面に僅かに指オサエ痕が残る。色調はにぷい黄橙色を呈する。86～88はほぼ同形

で、器形は比較的端整で、薄い。平底で体部と底部の界は明瞭で、休部は直線的に斜め上方に延

びる。非ロクロ成形で、休部外面は指おさえの後、ナデ調整を加え、指頭圧痕が残る。色調は86・

87がにぷい橙色、88が灰白色を呈する。いずれも京都系土師器と考えられ、15世紀代の所産であ

ろう。

（2）鍋

鍋は退化した断面三角形状の短い鍔を口縁部外面に貼り付けるいわゆる羽釜形（89～95）と、

丸底で休部が外方にひらくいわゆる鉄かぶと形（96～101）とに大別される。

羽釜形はいずれもほぼ同形で、丸底で休部は大きく内攣する。口縁部は内傾し、口縁部外面に

断面三角形状の退化した鍔を貼り付ける。粘土紐巻上げ成形で、口縁部内外面に強いヨコナデ調

整を加える。体部内面にはへラナデ調整を加え、休部外面は不調整で斜め方向の平行叩き目が残

る。いずれも休部外面に煤が附着し、色調は橙色からにぷい橙色を呈する。長谷川分類播磨型I

A類・I B類に相当し、15世紀代に比定される。

鉄かぶと形はいずれも丸底で、休部は底部との界で大きく屈曲して、ほぼ直線的に斜め上方に

延びる。口縁部は断面楕円形状に肥厚する。粘土紐巻上げ成形で、口縁部内外面に強いヨコナデ

調整を加える。体部内面にはヨコナデ調整を加え、楕円形状の当て具痕が僅かに残る。体部外面

は不調整で、斜め方向の平行叩き目が残る。休部外面には煤が附著し、色調は橙色からにぷい橙

色を呈する。長谷川分類鉄かぶと形I類・Ⅱ類に相当し、15世紀代に比定される。

2　瓦質土器

瓦質土器には羽釜（102～108・130）と火舎（109）がある。

（1）羽釜

羽釜はいずれも休部が僅かに内攣する。口縁部は僅かに内傾し、口縁部外面に断面台形状の幅

の広い鍔を貼り付ける。粘土紐巻上げ成形で、口縁部外面にはヨコナデ調整を施す。休部外面は

横方向・斜め方向のケズリ調整を施す。口縁部～休部内面には横方向の細かいパケ目調整が施さ

れる。長谷川分類羽釜ⅡB類・ⅡC類に相当し、15世紀代に比定される。

130の体部はほぼ直立し口縁部は僅かに内傾する。口縁部外面に断面台形状の比較的幅の広い

鍔を貼り付ける。休部外面には横方向および縦方向のケズリ調整、内面の口縁部～休部は横方向
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のパケ目調整を施す。色調は黒色を呈する。長谷川分類羽釜ⅡC類に相当し、15世紀代に比定で

きる。

（2）火舎

109の休部はほぼ直立し、口縁部は上面に水平に端面をもっ。口縁部外面には斜格子文をスタ

ンプして施文する。さらに施文部の直下に、細い貼り付け凸帯を1条巡らせる。色調は灰色を呈

する。

3　無柚陶器

無柚陶器には措鉢（111～113・131）と壷（114）がある。

（1）措鉢

111の休部は直線的に斜め上方に延び、口縁部は上下に拡張して断面三角形状の縁帯を形成す

る。口縁部の一部を捻って、片口を作り出す。休部内面には櫛描きの標目を施文する。色調はに

ぷい赤褐色を呈する。112・113も同様の形態の措鉢である。112は措目が5条1単位で、口縁部

外面には胡麻状に灰被りがある。3点とも備前焼Ⅳ期相当で、15世紀代に比定できる。

131の口縁部は上下に拡張して縁帯を作る。口縁端部は上方につまみ上げる。内外面とも回転

ナデ調整を施す。口縁部内外面に若干胡麻状の灰被りを認める。色調は暗灰黄色を呈し、備前焼

Ⅳ期相当で15世紀代に比定できる。

（2）壷

114は平底で休部は大きく内攣する。頸部は短く直立し、口縁部は玉線状に肥厚する。粘土紐

巻上げ成形で口縁部～休部内外面は回転ナデ調整を施す。休部外面の下半には指頭圧痕が存在し、

備前焼としては調整が粗い。休部上面には僅かに灰被りが見られ、色調はにぷい赤褐色を呈する。

備前焼Ⅲ～Ⅳ期相当で、14～15世紀代に比定される。

4　施粕陶器

施柚陶器には椀（107）がある。

107は高台裏を蛇の目高台風に浅く削りだす。底部外面には糸切痕が残る。内面には灰粕を施和

し、オリーブ灰色に発色する。外面は露胎である。瀬戸・美濃系の灰和平椀であろう。

5　青磁

青磁には碗（115）がある。

115は底部の器壁は比較的厚く、高台は比較的高い輪高台である。内外面とも青磁粕を施和し、

オリーブ灰色に発色する。施柚部位は高台畳付きから高台裏にまで及ぶが、高台裏の柚は輪状にか

きとる。龍泉窯系青磁碗で15世紀代の所産である。

6　瓦

132は軒平瓦である。型作り成形で、瓦当面には唐草文を施す。内外面とも板ナデ調整を施す。

焼成は堅微である。
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SKO30出土遺物

SKO30からは土師器皿（122）・鍋（123）・羽釜（124）、無柚陶器措鉢（125）、平瓦片（126）が出土してい

る。

122は非ロクロ成形である。平底で休部は下位で屈曲し、口縁部は丸みをもっ。口縁部～休部内外面

には強いヨコナデ調整を施す。色調は明赤褐色を呈する。123の休部は僅かに内攣し、口縁部は大きく

「く」の字状に屈曲し外方にひらく。休部外面は不調整で、横方向の平行叩き目が残る。長谷川分類播

丹型Ⅴ類相当で、15世紀代に比定される。124の口縁部は内傾し、口縁部外面に断面台形状の退化した

鍔がっく。休部外面は不調整で、横方向の平行叩き目が残る。長谷川分類播磨型IC類に相当し、15世

紀代に比定される。125は口縁部が上下に肥厚して縁帯を形成する。内外面とも回転ナデ調整を施し、

休部内面には櫛状工具で5条1単位の標目を施文する。口縁部内外面には胡麻状に灰被りが見られ、色

調は赤褐色を呈する。備前焼Ⅳ期相当で15世紀代の所産である。126は平瓦片である。器面には板ナデ

調整を施し、色調は灰白色を呈する。

SKO34出土遺物

SKO34からは土師器羽釜（127）と無粕陶器窪（128）が出土している。

127の口縁部は僅かに内傾し、口縁部外面に断面台形状の鍔を貼り付ける。休部外面には横方向のへ

ラ削り調整、口縁部内面には横方向のパケ目調整が施される。色調は橙色を呈する。長谷川分類羽釜Ⅱ

C類に相当し、15世紀代に比定できる。128の口縁部は断面楕円形状に肥厚し、内外面とも胡麻状に灰

被りがある。焼成は非常に堅微で、色調は赤褐色を呈する。備前焼Ⅳ期相当で、15世紀代に比定される。

SKO53出土遺物

129は非ロクロ成形の土師器皿である。平底で休部と底部の界は不明瞭で、休部は緩やかに斜め上方

に延びる。休部～底部外面は指おさえの後、ナデ調整を施し、指頭圧痕が残る。色調はにぷい黄橙色を

呈する。

SEO52出土遺物

133・134はいずれも非ロクロ成形の土師器皿である。全体に器形は大きく歪む。休部と底部の界は明

瞭で、休部は直線的に斜め上方に延びる。休部～底部外面はナデ調整の後、指おさえを加え、指頭圧痕

が残る。内面の底部と休部の界には強い指ナデ調整を加え、凹線状に窪む。色調は橙色を呈する。

包含層中出土遺物

包含層中からは土師器椀（135）、瓦（136）、寛永通宝（M2）、鉄製品（M3）などが出土している。

135は土師器椀である。高台は「ハ」の字状にひらく比較的高い輪高台で内外面とも回転ナデ調整を施

す。色調は橙色を呈する。136は軒平瓦で、瓦当に唐草文を施文する。瓦当面に灰粕が全面に附着する。

撹乱土中出土遺物

撹乱土中からは無柚陶器植木鉢（137）・蓋（138）の他、大観通宝、鉄釘などが出土している。137は頸

部は直線的に外上方に延び、口縁部は水平に外方に折り曲げる。内面にはロクロ目が明瞭に認められる。
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138は型作り成形の蓋である。内面には布目痕が認められる。上面に手づくね成形の犬を貼り付ける。

色調は黄橙色を呈する。

石器

Sllは花崗岩製の石臼で、長さ17．6cm、幅16．2cm、厚さ10．4cm、重さ4380gである。

7章　まとめ

楠・荒田町遺跡は、神戸市兵庫区荒田町を中心に南北約1．2km、東西約0．8km、に広がる縄文時代～

中世の複合遺跡で、昭和53年以降、地下鉄建設、神戸大学医学部附属病院の改築、マンション建設など

に伴って20カ所以上の発掘調査を実施している。中でも、平安時代末には『福原京』あるいは平氏一族

の邸宅の存在を推定しており、神戸大学附属病院地点や、調査地から北約1．7kmの祇園遺跡では、これ

らに関連すると考えられる遺構の一部を調査している。

弥生時代では六甲山南麓の拠点集落の一つと位置づけ、中期を中心とする竪穴住居址や掘立柱建物、

方形周溝墓などを検出している。これまでの調査では、これらの遺構は、標高15m付近に点在して検出

している。

今回の調査地はこれよりも5mほど標高が高く、明治初頭の地目は畑地であった。今回検出した弥生

時代に属する溝（SDO52）は地形からみて潅漑用水路とは考えられず、集落の東辺を区画する溝と考え

るのが妥当であろう。あるいは西側に広がる集落を巡る環濠となる可能性も考慮に入れておきたい。た

だし、周辺で検出できた方形周溝墓の周溝の一部である可能性も否定できず、その性格の判断は、今後

の周辺の調査を待ちたい。

室町時代の遺構群は、神戸大学附属病院内地点での調査例を除いて、ほとんど確認できなかった。内

部に井戸（SEO22）や柱穴を伴う南北方向の深い溝（SDO31）は、屋敷地の東辺を区画するものと考えら

れ、繁栄の最中にあった兵庫津の動向とも深い関係があったことが推定できる。また、井戸（SEO22）

から出土した土器はこの時代の一括資料として今後の研究に不可欠なものとなろう。

また、溝（SDO30）は2回ほどの作り替えを行いながら、幕末か明治の初めころまではほぼ同じ場所

に設け、その内側も屋敷地として、穴倉などを設けていたのであろう。

今回の調査は、限られた範囲内であったが、弥生時代、室町時代、江戸時代の各種遺構が検出でき、

大きな成果があったといえる。周辺には阪神・淡路大震災の被害を免れた低層住宅が多数あり、これら

の地下にも遺構が広がっていると容易に予想でき、今後、周辺の開発には十分な注意が必要である。
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中・近世遺物観察表

報 告No．実 測‰ 出土 場 所 種 別 器 種 口径 器高 底径 形 態 ・成形 技法 の特 徴 文 様 ・調整 技 法の 特徴 備考

70 13 7 2区　 S E O 2 4 瓦 井 戸瓦 長 25．75 厚 4．3 幅 24．0 平面 形状 は方 形。 や や円弧 を描 く形 。
外面　 ジグ ザク文 施文 。 内面　 板

ナデ調 整
色 調　 灰色 。井 戸瓦 。近 代。

71 13 6 2区　 S E O 2 4 瓦 井 戸瓦 長 25．4 厚 4．15 幅 24．0 平面 形状 は方 形。 や や円弧 を措 く形 。
外 面　 ジグザ ク文 施文 。 内面　 板

ナ デ調 整
色調　 灰色 。井 戸瓦 。近 代。

72 13 8 2区　 SE O 2 4 瓦 井 戸瓦 長 25．5 厚 4 ．1 幅24．05 平面 形状 は方 形。 や や円弧 を描 く形 。
外面　 ジグザ ク文 施文 。 内面　 板

ナ デ調整
色 調　 灰色 。井 戸瓦 。近 代。

73 1 3 9 2区　 SE O 2 4 瓦 井 戸瓦 長 25．1 厚 4．4 幅23．95 平面 形状 は方 形。 や や円弧 を描 く形 。
外面　 ジグザ ク文 施文 。 内面　 板

ナ デ調整
色調　 灰色。 井戸 瓦 。近 代。

74 65 2区　 SK O 1 2 無 粕 陶器 揺鉢 （31．30） （4．10）
口縁 部 は上下 に拡 張 して 、断 面台 形状
の縁 帯 を形成 す る。 口縁 部内 面　 凸帯
が1条巡 る。

口縁 部内 外面　 強 い回転 ナデ調 整。

口 縁部 外 面 に 沈線 2条 。 体 部 内面
に櫛 描 き で10条 1単位 の 標 目施 文。

色調　 明 赤褐 色。備 前系 ？。近 世。

75 78 2区　 SK O 1 2 染 付磁 器 碗 （2．40） 3．80
器壁 は比 較的 厚 い。体 部 は緩 やか に斜
め上方 に立 ち上が る。

外面　 淡 い呉須 で 草花 文施 文 。底
部外 面　 極 端 に くずれ た 「大 明年
製」 銘。

肥前 系　 波 佐 見産　 くらわ んか手
碗。 18世 紀後 半。

76 91 2区　 SK O 2 0 無 粕 陶器 蛮 （15．20） 40．80 平 底。 休部 はほ ぼ直立 。
休部 外面　 板 ナ デ調 整 。 底部 外面

ナデ調整 。体 部内面　 ナデ調 整。
底部 内面　 板 ナ デ調整 。

胎土 中 に砂 粒 を多 く含 む 。近 世 の
製 品。肥 賓 か ？。

77 8 7 2区　 SK O 2 0 染 付磁 器 湯呑 み碗 （6．10） （6．85） （5．50）
高台 は比較 的低 い輪高台 。休部 は直立 。

口縁端 部 はや や尖 り気 味。

外面　 青海 波 と 「福嘉 福」 を銅版
転写 で施 文 。 内面　 理 堵 文 を銅版
転写 で 施文 。酸 化 コバ ル トの発色

は濃 い藍 色。

近代 の製 品

78 74 2区　 SK O 2 0 土 製品 人形 長 3．3 幅 2．15 厚 1．6
両 型 作 り。 中央部 に貼 り合 わ せ痕 が見 外面 の 彩色 は剥 落 す るが、 白色 の 笈 を背 負 った人 物 。見 ざ る、 言 わ
られ る。 顔料 の みが一 部残 る。 ざ る、 聞か ざ るの見 ざ るを表現 。

79 1 0 1 2区　 SE O 22 土 師器 皿 8．20 1．80
器形 は全体 に歪 む。 器壁 は比較 的薄 い。
平 底 。休 部 はほ ぼ直線 的 に斜 め上 方 に
延び る。口縁 端部 は尖 り気味 に収 める。

口縁部 内外 面　 強 い ヨコナデ調 整。
外面 の休部 ～底 部　 指 お さえ の後、

ナ デ調 整。 内面 の 休部 ～ 底部　 ヨ
コナデ調 整。

色調　 浅 黄桂 色。

80 1 0 9 2区 SE O 2 2南半 土 師器 皿 8．40 1．65

器形 は全 体 に大 き く歪 む。 底部 を指で
押 さえて へ ソ皿状 に成 形。 休部 は緩や

か に直線 的 に斜 め上方 に延 び る。 ロ縁
端 部 は丸 みを もつ。

休部 内面　 ヨコナ デ調 整。 外 面 の
休部 ～ 底部　 指 お さえ の後 、 ナ デ
調整 。 指頭 圧痕 が残 る。底 部 内面

指 お さえ の後 、 ナ デ調整 。 指頭
圧痕 が残 る。

色調　 浅 黄橙 色。 15世 紀代

81 9 5 2区 SE O 2 2北 半 土 師器 皿 8．05 1．60 3．65

器 形 は全 体 にやや 歪 む。平 底。 や や上
げ底気 味。 休 部 と底部 の界 は 明瞭 で、
体 部 は緩 や かに斜 め上方 に立 ち上が る。
口縁端 部 は丸 みを もっ。

□縁部 内外 面　 強 い ヨコナデ調 整。
体部 外面　 指 お さえの 後、 ナ デ調
整。 指 頭圧 痕 が残 る。 休部 ～ 底部
内面　 ヨコ ナデ調 整。

色調　 にぷ い橙色 。

82 1 02 2区 SE O 2 2北 半 土 師器 皿 8．80 1．80
器 形 は全体 に大 き く歪 む。 器壁 は比 較
的厚 い。平 底。 若干 上 げ底 気味 。体 部
は僅か に外反気 味 に斜 め上 方 に延び る。

口縁部 内外面　 強 いヨ コナデ調整 。
体 部 ～底 部外 面　 指 お さえ の後 、

ナデ 調整 。 体部 ～底 部 内面　 指 お
さえ の後 、 ヨコナ デ調 整。 指頭 圧
痕 が残 る。

色調　 にぷ い橙 色 。

83 10 8 2区 SE O 22北 半 土 師器 皿 9．80 2．65

器 形 は全体 に大 き く歪 む。 平底 。若 干
上 げ底 気味 。休 部 は部分 的 に 中位 で屈
曲 し、 直線 的 に斜 め上方 に延 びる。 口
縁 端部 は尖 り気 味 に収 める

口縁部 内外面　 強い ヨコナ デ調整 。
休 部 ～底 部外 面　 指 お さえ の後 、
ナデ調 整。指 頭圧 痕が 明瞭 に残 る。
底 部 内面　 ナ デ調整 。

色 調　 にぷい黄 橙色 。 15世紀 代 。

84 9 2 2区 SE O 22北半 土師 器 皿 （10．40） 2．05

器 形 は全体 に著 し く歪 む。 底部 の器 壁
は非常 に薄 い。 底部 と体 部 の界 は不 明
瞭 で、 体部 は緩 や か に斜 め 上方 に延 び
る。 口縁部 は僅 か に外方 にひ ら く。 口
縁 端部 は丸 みを もっ 。

口縁部 内外面　 強 い ヨコナ デ調整。
休 部 ～底 部外 面　 指 お さえ の後 、

ナデ調 整 。 ロ縁部 外 面 に指 頭圧 痕
が 残 る。 休部 ～底 部 内面　 ヨコナ

デの後 、仕 上 げナ デ調整 。

色 調　 にぷ い黄 橙色 。

85 9 9 2区　 SE O 2 2 土師 器 皿 10．20 （2．45）

器形 は全体 に大 き く歪 む。器 壁 は比 較
的 薄 い。平 底。 体部 はほぼ 直線 的 に斜
め 上方 に延 び る。 口縁端 部 は尖 り気 味

に収 め る。

器 面 は摩 滅が 著 しい 。 口縁 部内 外
面　 強 い ヨコナ デ調 整。 休部 ～ 底
部 内外 面　 ヨコナ デ調整 。

色 調　 灰黄 褐色 。

86 9 7 2区　 SE O 2 2 土師 器 皿 （15．15） 2．35 （7．70）

器形 は比 較的端 整。器 壁 は比 較的 薄 い。
平底 。 底部 と休 部 の界 は明 瞭。 休部 は
直 線的 に斜 め上 方 に延 び る。 口縁端 部

は尖 り気味 に収 め る。 ロ縁部 側面 に僅
か に端面 が 見 られ る。

器 面 は比 較的 摩滅 す る。 口縁 部 内
外 面　 強 い ヨ コナデ 調整 。 体部 外

面　 指 お さえ の後 、 ナ デ調整 。 体
部 外面 に指頭 圧痕 が 認 め られ る。
底 部外 面　 ナデ調 整 。 内面 の休 部

～ 底部　 ナデ調 整。

色 調　 にぷ い黄桂 色 。京 都 系土 師
器 皿。 15世 紀代 。

87 9 6
2区　 SE O 22
P o 1 8 ・P o 2 2

土師 器 皿 （14．20） 2．30
器 壁 は比較 的薄 い。 平底 。 体部 は直 線
的 に斜 め上 方 に立 ち上 が り、中 位で 屈
曲。 大 き く外方 に ひ らく。

口縁部 内外面　 強 い ヨコナ デ調整。
外 面の休 部～ 底部　 指 おさ えの後、

ナデ調 整 。僅 か に指 頭圧 痕 が見 ら
れ る。 体 部 内面　 ヨコ ナデ調 整 。
底 部 内面　 ナ デ調整 。

色 調　 にぷ い橙色 。 京都 系土 師 器

皿 。

88 9 4 2区　 SE O 2 2 土師 器 皿 15．2 3．00
器形 は全 体 に端 整。器 壁 は比 較的 薄 い。
平 底。 休部 は僅 か に外反 気 味 に斜 め上
方 に延 び る。 口縁 端部 は丸み を もっ。

器 面 は摩滅 する。 口縁 部 内外 面
強 いヨコナデ調整。 休 部外 面　 指お
さえ後 、ナデ調 整。指 頭圧痕 が残る。
底 部 外面　 ナデ調 整 。 休部 ～ 底 部
内 面　 指おさえの後、 ナデ調 整。

色 調　 灰 白色 。京 都 系土 師器 皿 。

15世紀 代。

88 9 4 2区　 SE O 2 2 土 師 器 皿 15．2 3．00
器形 は全体 に端整 。器 壁 は比 較的 薄い。
平底 。体 部 は僅 か に外反 気味 に斜 め上
方 に延 び る。 口縁 端部 は丸 み を もっ。

器 面 は摩滅 す る。 口縁部 内外 面
強 い ヨ コナ デ調整 。 体部 外面　 指
お さ え後、 ナデ調 整。 指 頭圧 痕 が
残 る。 底部 外面　 ナ デ調 整。 体部

～ 底部 内面　 指お さ えの 後、 ナ デ
調整 。

色 調　 灰 白色 。京 都 系土 師器 皿。

15世紀代 。

89 13 1
2区　 SE O 2 2
溝の 基底部 分

土 師器 鍋 22．30 （5．40）
口縁 部 は大 き く内傾 す る。 口縁部 外面

粘土 紐 巻上 げ成 形 。 口縁 部 内外面
強 い ヨコナ デ調 整。 内面 のロ縁 体部 外 面　 煤 附着 。色 調　 にぷ い

に断 面三 角形 状 の退化 した鍔 を貼 り付 部 ～休 部　 板 ナデ 調整 。 休部 外面 橙色 。長 谷川 分 類　 播磨 型 I B 類。
け る。 不 調 整。 斜 め方 向 の平行 叩 き 目

が残 る。
15世 紀代 。

90

9 1

9 2

12 3

13 4

12 4

2区　 SE O 2 2

2区　 SE O 2 2

2区　 SE O 2 2

土 師器

土 師器

土 師器

鍋

鍋

鍋

21．40

（25．00）

20．70

（5．40）

（8．05）

（11．50） （25．90）

体部 内攣 。 口縁部 内傾 。 口縁 端部 は外
上方 につ ま み上 げ る。 口縁部 外面 に断
面三角 形状 の退化 した鍔 を貼 り付 ける。

粘土 紐 巻上 げ成 形。 口縁部 内 外面
強 いヨコナデ調 整。 休部 内面　 横

方 向のナデ調 整 。 体部 外 面　 不 調
整。 斜め方 向の平 行 叩 き目が残 る。

外面 に煤附 着。 長 谷川 分類　 播磨
型 I A 類 。 15世紀 代。

休部 は 内攣。 口縁 部 は内 傾。 口縁 部外
面 に断面 三角 形状 の退 化 した鍔 を貼 り
付 ける。

丸底 。休 部 は大 き く内攣 す る。 口縁部
は 内傾。 口縁 部外 面 に断 面三 角形 状 の
退化 した鍔 を貼 り付 ける。

口縁部 内外 面　 強 い ヨコナデ調 整。
休部 外面　 不調 整 。斜 め方 向 の平
行 叩 き目が 残 る。 体部 内面　 板 ナ
デ調 整。

粘土 紐 巻上 げ成 形 。 口縁部 内 外面
強 い ヨコナ デ調 整。 口縁 部 外面

に へ ラ状工 具 で沈 線 を 1 条 廻 らせ
る。 休 部 内面　 板 ナ デ調整 。 体部
外面　 不調 整。 斜 め方 向 の平 行叩
き目が残 る。

体部 外 面 に煤 附着 。色 調　 にぷ い
橙色 。長 谷川 分 類　 播磨 型 I B類 。

15世 紀代 。

外面　 煤附 着。 色 調　 橿 色。 長谷

川分 類　 播磨 型 I A 類 。15世紀 代。
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93 132 2区　 S EO22 土師器 鍋 21．45 （12．20）

丸底。休部は大 きく内攣する。ロ縁部

は内傾。ロ縁部外面 に断面三角形状の
退化した鍔を貼 り付ける。

粘土紐巻上げ成形。口縁部内外面
強いヨコナデ調整。休部内面　 ナ

デ調整。休部外面　 不調整。斜め
方向の平行叩 き目が残る。口縁部
外面に沈線1条。鍔の下方 に沈線
状の段が見 られる。

体部外面に煤附着。色調　 橙色。
長谷川分類　 播磨型 I B 類。15世
紀代。

94 135 2区　 S E O22 土師器 鍋 （20．50） （10．80）

休部は大きく内攣。 口縁部は内傾。ロ
縁部外面に断面三角形状の退化 した鍔
を貼り付ける。

口縁部内外面　 強いヨコナデ調整。
休部外面　 不調整。斜め方向の平
行叩き目が残 る。体部内面　 ナデ
調整。

休部外面の全面に煤附着。色調
褐灰色。長谷川分類　 播磨型 I B
類。15世紀代。

95 127
2区 S D O54 ・
SE O22

土師器 鍋 22．90 （12．80）

丸底。休部 は大きく内攣する。ロ縁部

は大きく内傾。口縁部外面に断面台形
状の退化 した鍔を貼 り付 ける。

粘土紐巻上げ成形。口縁部内外面
強いヨコナデ調整。体部内面ナデ

および板ナデ調整。休部外面　 不調
整。斜め方向の平行叩き目が残る

口縁部～休部外面　 煤附着。色調

にぷい橿色。長谷川分類　 播磨
型 Ⅱ類。15世紀代。

96 129 2区　 S E O22 土師器 鍋 29．10 11．50

丸底。体部 は体部 と底部の界で大きく

屈曲 して、 ほぼ直線的に斜め上方に延
びる。 口縁部は断面楕円形状に肥厚す
る。

粘土紐巻上げ成形。 口縁部内外面
強いヨコナデ調整。休部内面

ヨコナデ調整。楕円形状の当具
痕が僅かに残 る。体部外面　 不調
整。斜め方向の平行叩き目が残る。

休部外面に煤附着。色調　 橙色。
長谷川分類　 鉄かぶ と形 Ⅱ類。15
世紀代。

97 126 2区　 S E O22 土師器 鍋 30．90 11．90

丸底。休部 はほぼ直線的に斜め上方に
延びる。口縁端部は内側に玉縁状に肥
厚する。

口縁部内外面　 強いヨコナデ調整。
内面に凹部をもっ。休部内面上方

ナデ調整。体部内面下方　 横方
向の細かいパケ目調整。同心円状の
叩き目が僅かに残る。体部外面　 不
調整。斜め方向の平行叩き目が残る。

外面　 煤附着。色調　 橙色。長谷
川分類　 鉄かぶ と形 I 類。15世紀
代。

98 128
2区 SE O22
溝の基底部分

土師器 鍋 （29．40） （8．85）
体部ははぼ直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は丸みをもっ。

粘土紐巻上げ成形。 ロ縁部内外面

強いヨコナデ調整。体部内面

ヨコナデ調整。楕円形状の当具
痕が僅かに残 る。体部外面　 不調
整。斜め方向の平行叩き目が残る。

色調　 橙色。長谷川分類　 鉄かぶ

と形Ⅱ類。15世紀代。

99 133 2区　 SE O22 土師器 鍋 28．40 11．50

丸底。休部 と底部の界 は不明瞭で、体
部 はほぼ直線的に斜め上方 に延 びる。

口縁部 は断面楕円形状に肥厚する。

口縁部内外面　 強いヨコナデ調整。
体部～底部外面　 不調整。斜め方
向の平行叩き目が残 る。体部～底
部内面　 ナデ調整。

外面に煤附着。色調　 にぷい橙色。
長谷川分類　 鉄かぶと形Ⅱ類。15
世紀代。

100 130 2区　 SE O22 土師器 鍋 （30．20） （11．45）
平底。休部は直線的に斜め上方に延び

□縁部内外面　 強いヨコナデ調整。
休部 内面　 ナデ調整。同心円状の 色調　 橙色。長谷川分類　 鉄かぶ

る。口縁部は断面台形状に肥厚する。 叩き目が僅かに残る。体部外面　 不
調整。斜め方向の平行叩き目が残る。

と形Ⅲ類。15世紀代。

101 121 2区　 SE O22 土師器 鍋 26．00 （5．40）
器面は剥離が著 しい。体部はほぼ直線
的に斜め上方 に延びる。口縁端部は断
面楕円形状に僅かに肥厚する。

口縁部内外面　 強いヨコナデ調整。
体部内面　 板ナデ調整。休部外面
不調整。斜め方向の平行叩 き目

が残る。

色調　 にぷい橙色。長谷川分類

鉄かぶと形Ⅲ類。15世紀代。

102 98 2区　 SE O22 瓦質土器 羽釜 （21．90） （6．40） （27．90）
休部は僅かに内攣。口縁部僅かに内傾。
口縁部外面に断面台形状の比較的幅の
広い鍔を貼り付ける。

器面 はやや摩滅する。休部内面～

□縁部外面　 ヨコナデ調整。口縁
部外面 に凹線3条。体部外面　 横
方向のへラケズ リ調整。

色調　 暗灰黄色。

103 119 2区 S E O22 P o42 瓦質土器 羽釜 33．45 （20．80）
休部は僅かに内攣する。口縁部上面に
水平に端面をもっ。ロ縁部外面に断面
台形状の幅の広い鍔をもっ。

口縁部外面　 ヨコナデ調整。休部
外面上半　 横方向のケズ リ調整。
休部外面下半　 斜め方向のケズ リ
調整。ロ縁部～休部内面　 横方向
の細かいパケ目調整。

色調　 黄灰色。

104 122 2区　 SE O22 瓦質土器 羽釜 22．30 15．40

休部は大 きく内攣。口縁部内傾。口縁
部外面に断面台形状の幅の広い鍔を貼

り付ける。

口縁部内外面　 強いヨコナデ調整。

口縁部外面に凹線が2条廻る。休部
外面　 へラケズリ調整。休部内面
細かいパケ目調整の後、ナデ調整。

色調　 黒色。

105 93 2区　 SE O22 瓦質土器 羽釜 （25．70） （17．00） （33．30）

休部はやや内攣気味。 口縁部外面に断
面台形状の比較的幅の広い鍔を貼 り付

ける。

口縁部内外面　 比較的強いヨコナ

デ調整。 ロ縁部外面　 凹線3条。
体部外面上位　 横方向のへラケズ

リ調整。休部外面下位　 斜 め方向
のへラケズリ調整。指押さえの後、
ナデ調整。

色調　 暗灰色。

106 120 2区　 SE O22 瓦質土器 羽釜 20．40 （12．30）
休部 は僅かに内攣。口縁部も僅かに内
傾する。 ロ縁部外面に断面台形状の比
較的幅の広い鍔を貼り付ける。

口縁部」内外面　 強いヨコナデ調整。
休部外面　 横方向のへラケズリか ？
（煤が附著しているため、不明瞭）。
休部内面　 横斜め方向ののナデ調整。
ロ縁部外面に凹線2条。

休部外面に煤が多量に附着。色調
褐灰色。

107 100 2区 SE O22 Po 22 瓦質土器 羽釜 （24．30） （12．95） （31．70）

体部～口縁部は大きく内攣する。 口縁

部外面 に凹線3条。口縁部外面 に比較
的幅の広い鍔を貼り付 ける。

口縁部外面　 ヨコナデ調整。休部
外面上位　 横方向のへラケズリ調
整。体部外面下位　 斜め方向のへ

ラケズリ調整。 ロ縁部内面　 横斜
め方向のパケ目調整。休部内面
横方向のナデ調整。

外面全面に煤附着。色調　 黒色。

108 125 2区　 S EO22 瓦質土器 羽釜 （26．60） （15．10） （34 ．20）

体部内攣。口縁部　 内傾。口縁部外面

に断面台形状の幅の広い鍔を貼 り付け
る。

口縁部内外面　 強いヨコナデ調整。

口縁部外面　 凹線3条。休部外面
上方　 横方 のへラケズ リ調整。休
部外面下方　 斜め縦方向のへラケ
ズリ調整。休部内面　 ナデ調整。

色調　 黒色

109 105 2区　 S E O22 瓦質土器 火舎 （5．45）
体部はほぼ直立。口縁部 は上面に水平
に端面をもっ。

口縁部外面 に口内に斜め格子文帯

をスタンプして施文。施文部 の直
下 に、細い貼 り付け凸帯 を1条廻
らせる。

色調　 灰色。

110 107 2区 SE O22北半 施粕陶器 椀 （1．80） 5．00 高台裏を蛇の目高台風に浅 く削りだす。

内外面 ともナデ調整。底部外面は

へラケズ リ調整。糸切痕が残 る。
内面　 灰粕施粕。オ リーブ灰色に

発色。外面　 露胎。

瀬戸 ・美濃系灰和平椀。

111 118 2区 S E O22南半 無粕陶器 揺鉢 （5．20）

休部は直線的に斜め上方 に延びる。□
縁部は上下 に拡張 して断面三角形状の
縁帯を形成する。

ロ縁部内外面　 強い回転ナデ調整。
体部外面　 回転ナデ調整。口縁部

の一部を捻って片 口を作 りだす。
休部内面　 櫛状工具で揺目施文。

色調　 にぷい赤褐色。備前焼Ⅳ期。

15世紀代。

112 115 2区 SE O22 P o32 無粕陶器 揺鉢
休部は直線的に斜め上方に延びる。口
縁部は上下に拡張 して縁帯を形成する。

ロ縁部内外面　 強い回転ナデ調整。
休部外面　 回転ナデ調整。休部内
面　 櫛状工具で5条1単位の揺 目を
施文 した後、斜め横方向の措 目を
施文。

外面　 胡麻状 に灰被 り。色調

にぷい赤褐色。備前焼Ⅳ期。15世
紀代。

113 106 2区　 SE O22 無軸陶器 揺鉢 （29．80） （5．00）
口縁部 は上下に拡張して、断面三角形
状の縁帯を形成する。

口縁部内外面　 強い回転ナデ調整。

口縁部内面に櫛状工具で、揺目を
施文。

色調　 にぷい赤褐色。備前焼Ⅳ期。

15世紀代。
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114 104 2区　 SE O22 無粕陶器 ・＝ヒ璽E （9．50） 17．50 （11．30）
平底。休部は大 きく内攣する。頸部は
短 く直立。口縁部 は玉線状に肥厚する。

粘土紐巻上げ成形。口縁部内外面
強い回転ナデ調整。 休部内外面
回転ナデ調整の後、多方向のナデ

調整。底部外面　 不調整。外面の
体部下半には指頭圧痕が明瞭に認め
られる。備前焼としては調整が粗い。

休部上面に僅かに胡麻状 に灰被り。
色調　 にぷい赤褐色。備前焼Ⅳ～

Ⅴ期。14～ 15世紀代。

115 103 2区　 SE O22 青磁 碗 3．50 （6．50）

底部の器壁は比較的厚い。高台は比較
的高い輪高台。休部は緩やかに斜め上
方に立ち上が る。

内外面 とも青磁粕施粕。オ リーブ
灰色に発色。施粕部位 は高台畳付
か ら高台真 にまでおよぶ。高台裏
中央の粕 はかきとる。

龍泉窯系青磁碗。15世紀代。

116 114 2区 SE O22 K 3 瓦 平瓦 長（11．3） 厚 2．2 幅（11．0） 縦方向および横方向のへ ラケズ リ
調整。

色調　 灰黄色。

117 117 2区　 SE O22 瓦 平瓦 長 （6．4） 厚 （1．5） 幅 （7．7） 型作 り成形。 外面　 格子状文施文。内面　 粗い

パケ目調整。

外面　 胡麻状に灰被り。色調　 灰
色。

・118 113 2区 SE O22 K 3 瓦 平瓦 長 （7．5） 厚 2．3 幅 （6．2） ナデ調整 ・板ナデ調整。 色調　 黄灰色。

・・119 111 2区 SE O22 K l 瓦 丸瓦 長（22．45） 厚 2．4 幅（13．75） 外面　 板 ナデ調整。 内面　 板ナデ
調整。布目圧痕が認められる。 色調　 灰色。

‘120 110 2区 SE O22 K l 瓦 平瓦 長 （9．15） 厚 1．9 幅（13．7） 外面　 板 ナデ調整。 内面　 板ナデ
調整。布目圧痕が認められる。

色調　 黒褐色

121 84 2区　 SE O22 瓦 軒平瓦 長（8．35） 4．20 厚 （1．6） 燻瓦。瓦当面に唐草文施文。 内外面とも板ナデ調整。． 色調　 暗灰色。

122 83 2区　 SK O30 土師器 皿 （10．70） （1．90）
非 ロクロ土師器。平底。体部は下位で
屈曲。口縁部は外方にひ らく。 ロ縁端
部 は丸みをもっ。

口縁部～休部内外面　 強いヨコナ

デ調整。底部内外面　 ナデ調整。
色調　 明赤褐色。

123 76 2区　 SK O30 土師器 鍋 （22．80） （5．90）
休部 は僅かに内攣。口縁部は大 きく

ロ縁部内外面　 強いヨコナデ調整。
体部内面　 ヨコナデ調整。体部外 外面に煤附着。長谷川分類　 播丹

「く」の字状に屈曲。外方にひらく。 面　 不調整。横方向の平行叩き目
が残る。

型　 類。

124 75 2区　 SK O32 土師器 鍋 （19．60） （5．70）
ロ縁部 は内傾。 口縁部外面に断面台形

ロ縁部内外面　 強いヨコナデ調整。
体部内面　 斜め横方向のパケ目調 休部外面　 煤附着。色調　 にぷい

状の退化 した低い鍔を貼 り付 ける。 整。休部外面　 不調整。　 横方向

の平行叩き目が残る。

褐色。長谷川分類　 播磨型　 類。

125 90 2区　 S K O30 無粕陶器 措鉢
休部は直線的に斜め上方に延びる。口
縁部は上下に肥厚。縁帯を形成する。

口縁部の一部を捻って片口を作りだす。

口縁部内外面　 強い回転ナデ調整。
体部内外面　 回転 ナデ調整。休部
内面に櫛状工具で5条1単位の揺 目
施文。

焼成は非常に堅撤。 ロ縁部内外面
胡麻状に灰被 り。色調　 暗赤灰

色。備前焼Ⅳ期。15世紀代。

ノ126 89 2区　 S K O30 瓦 平瓦 （17．45） 厚 2．2 幅（12．15） 器面は摩滅。板ナデ調整。 色調　 灰白色。

127 80 2区　 S K O34 土師器 羽釜 （28．70） （6．60）
口縁部は僅かに内傾する。口縁部外面
に断面台形状の鍔を貼り付 ける。

口縁部内外面　 強いヨコナデ調整。
体部外面　 横方向のへラケズリ調
整。口縁部内面　 横方向のパケ目
調整。

色調　 橙色。

128 88 2区　 SK O34 無粕陶器 賓 （7．00） ロ縁部は断面楕円形状 に肥厚。
内外面 とも回転ナデ調整。内外面

とも胡麻状に灰被り。
焼成は非常に堅徹。色調　 暗赤褐
色。備前焼Ⅳ期。15世紀代。

129 85 2区　 S K O53 土師器 皿 （8．20） （1．80）
平底。体部 と底部の界は不明瞭で、休
部は緩やかに斜め上方に延びる。

ロ縁部内外面　 強いヨコナデ調整。
体部～底部外面　 指おさえの後、
ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部

～底部内面　 ヨコナデ調整。

色調　 にぷい黄橙色。

130 66 2区　 SE O22 瓦質土器 羽釜 （24．80） （8．20）
体部 はほぼ直立。口縁部 は僅かに内傾
する。口縁部外面に断面台形状のの比
較的幅の広い鍔を貼 り付ける。

口縁部外面　 ヨコナデ調整。体部
外面　 横方向および縦方向のケズ

リ調整。内面の口縁部～休部　 横
方向のパケ目調整。

色調　 黒色。

131 63 2区　 SE O22 無粕陶器 措鉢 （29．40） （6．30）
口綾部は上下 に拡張 して、縁帯を形成

する。口縁端部は上方につまみ上げる。

口縁部内外面　 強い回転ナデ調整。
休部外面　 指おさえの後、回転ナ
デ調整。指頭圧痕が見 られる。休
部内面　 回転 ナデ調整。

口縁部内外面　 若干胡麻状に灰被

り。色調　 暗灰黄色。備前焼Ⅳ期。
15世紀代。

132 67 2区　 S E O22 瓦 軒平瓦 長（10．0） （4．15） 厚（1．8） 型作 り成形。瓦当面　 唐草文。 内外面とも板ナデ調整。 焼成 は堅徴。唐草文瓦。

133 27 2区　 S EO52 土師器 皿 7．75 1．45 4．40

全体 に器形は歪む。非ロクロ成形。平
底。体部 と底部の界は明瞭で、体部は
直線的に斜め上方 に延びる。口縁端端
部は尖り気味に収める。

口縁部内外面　 ヨコナデ調整。体
部～底部外面　 ナデ調整の後、指

おさえ。内面の底部と体部の界
強い指ナデ調整。凹線状に窪む。

色調　 浅黄橙色。

134 26 2区　 SE O52 土師器 皿 7．45 （1．55）

全体に器形は歪む。非 ロクロ成形。平
底。休部 と底部の界は明瞭で、体部は
直線的に斜め上方 に延びる。口縁端端
部は尖り気味に収める。

ロ縁部内外面　 ヨコナデ調整。休
部～底部外面　 ナデ調整の後、指
おさえ。指頭圧痕が残 る。内面の
底部 と休部の界　 指 ナデ調整。凹
部が認められる

色調　 橙色。

135 81
N o2 溝の検出面
まで

土師器 鉢or椀 ？ （2．65） （11．40）
高台は 「ハ」の字状にひ らく、比較的
細く高い貼り付け高台。

内外面とも回転ナデ調整。 色調　 橙色。

136 86
N o2 溝の検出面

まで
瓦 軒平瓦 （2．20） 5．50 瓦当に唐草文施文。 瓦当面に灰粕が全面に附着。 唐草文軒平瓦。

137 79 1区　 暗褐色土 無粕陶器 鉢or植木鉢 （13．20） （74 0）
頸部は直線的に外上方 に延びる。ロ縁
部は水平に外方に折り曲げる。

内外面とも回転ナデ調整。内面 に

ロクロ目跡が明瞭に認められる。
色調　 灰色。

138 82 1区　 暗褐色土 無粕陶器 蓋 （10．50） 3．85 型作 り成形。形態は山笠形。

形作 りのため、内面 に布目痕が残
る。上面に手づ くね成形の犬 （？）
を貼 り付ける。 口縁部外面 に指頭
痕。

色調　 にぷい黄橙色。

ー18－
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図版1

『兵庫県遺跡地図』（H16．3）

「神戸首部」「神戸南部」S＝1／35，000

周辺の遺跡



図版2

遺跡の位置



図版3

確認調査位置



図版4

－　、

キミニ塾

1．盛土2．5Y8／6黄色拉層をはさんで2．5Y7／1灰白色層が均一に
盛られている。

2．10YR3／2黒褐色細砂＝盛土
3．10YR2／2黒褐色細砂～粗砂＝盛土
4．10YR6／6明黄褐色粗砂＝盛土
5．10YR3／2黒褐色細砂～粗砂
6，10YR4／3にぷい黄褐色極細砂～細砂
7，10YR4／3にぷい黄褐色中砂
8，10YR4／3にぷい黄褐色細砂
9．10YR4／4褐色極細砂（～細砂）
10．10YR3／3暗褐色細砂～粗砂
11．10YR2／3黒褐色細砂～粗砂
12．10YR3／4暗褐色細砂
13．10YR4／3にぷい黄鴇色極細砂～細砂
14，10YR3／2黒褐色細砂～粗砂
15，10YR4／3にぷい黄褐色細砂（～粗砂）
16．2．5Y3／3暗オリーブ褐色細砂一中砂
17．10YR3／3暗褐色細砂～粗砂
8．10YR3／2黒褐色（細砂～）粗砂染み込み
9．10YR3／3暗褐色細砂～粗砂
0．10YR5／4にぷい黄褐色紬砂
1．撹乱（近世以降）
2．撹乱（近・現代）

1区・2区　遺構の配置図・調査区北壁断面図



SKOO5

C

19．30m

1．10YR2／3黒褐色細砂（10YR5／4にぷい黄褐色粒（塊）及び1cm位の小
礫を多く含む）

19，30m

1．10YR2／2黒褐色細砂（1cm位の小礫を若干含む）
2．10YR2／2黒褐色細砂（10YR4／4褐色が塊及び帯状

に多量に含まれる）

D’　　　　　　　　SKOO4

G

F‘

1．10YR3／2黒褐色細砂（1cm位の小礫を若干含む）
2．10YR4／4褐色細砂（1～3cm位の礫を多く含む）

1．10YR2／3黒褐色細砂
（10YR5／4にぷい黄褐色拉（塊）及び1cm位の小礫を多く含む）

2．10YR4／4褐色（細砂～）粗砂
3．10YR4／3にぷい黄褐色（細砂～）粗砂

（1．の粒子を若干含む）

4．10YR2／2黒褐色細砂（1．の粒子を若干含む）
5．10YR4／6褐色細砂（1．の粒子を若干含む）

0

1区　遺構・土坑配置図



図版6

1．2．5Y3／3暗オリーブ褐色シルト質粗中細砂（¢5mm礫含む）3．2，5Y5／3黄褐色（地山の暗黄褐色をブロック状に含む）
2．2．5Y3／3時オリーブ褐色シルト質粗中細砂

（地山の暗黄褐色土をブロック状に含む）
2．10YR4／2灰黄褐色

（地山の噂黄褐色をブロック状に含む）

SDO31

1．10YR4／2暗黄褐色シルト混粗中細砂（¢5mmの小礫含む）　3．10YR3／1黒褐色（2よりも黒っぽい）シルト混粗中細砂
2．10YR3／1黒褐色シルト混粗中細砂（¢5mmの小礫含む）

SKO12
C

（¢5mmの小礫含む）

2’．2．5Y4／2時灰黄色シルト混粗中細砂（¢5mmの小磯含む）

21．20m

1．10YR4／1褐灰色粗中細砂（若干シルト
質）地山土のブロックを多く含む

2．10YR3／1黒褐色シルト混粗中細砂¢5
mmまでの礫含む

3．2．5Y5／3黄褐色粗中細砂（若干シルト
質）¢5mmまでの礫含む
5と地山土がブロック状に入り混じっ
ている

4．10YR3／1黒褐色（2よりさらに黒い）
シルト混り粗中細砂

5．7．5YR4／1褐灰色シルト混り中細砂

C．1．2，5Y4／2時灰黄色シルト混粗中細砂（¢5mm位までの小礫含む）
2，7．5YR3／1黒褐色シルト混粗中細砂（¢5mm位までの小礫含む）地山（黄褐

色土）のブロックを多く含む
3．2を中心に9が混る
4．＝6

5．＝2

6．2と9が同程度か9がやや多く混じる
7．＝2（若干は9が混じる）
8．2と9が同程度混じる（南側から流入したように渦巻いて堆積している）
9．7．5YR5／1灰シルト質粗中細砂炭若干含む

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

2区　遺構配置図・各遺構断面図



図版7

2区　遺構配置図



図版8

2区　弥生時代遺構（溝SDO52）平面・断面図
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2区　弥生時代遺構（溝SDO52・SDO54）平面・断面図



SEO22

1．10YR3／2黒掬色細砂～粗砂（シルト混り～¢5mm位の小礫を多く含む）下部を中心に人頭大の棟が投入されている
2．10YR3／3暗褐色シルト混り中細砂（粗砂～¢5m位の小礫含むが1より少ない）
3．10YR3／2黒褐色シルト質細砂～粗砂（¢5m位の小礫まで含む）11（地山）のブロックを比較的多く含む
4．10YR3／3黒緒色シルト質細砂～粗砂（¢5mm位の小礫まで含む）11のブロックは含まない。炭化物少量含む
5．10YR4／2灰黄褐シルト混細砂～粗砂（¢5mm位の小礫まで含む）1～4に比べ明るい土色
6．10YR2／1黒シルト混細砂～粗砂（¢5mm位の小礫まで含む）
7．10YR4／2灰黄褐色シルト混り細砂～小礫（¢2cmまで）¢15cm位の礫も若干入っている。5に似るが5よりも少し明るく礫の混入が多い
呂．＝T

9．10YR5／3にぷい黄褐色細砂～粗砂（シルト若干含む）
10．2．5Y4／2暗灰黄色シルト混り細砂～小礫（¢5m用位まで）暗灰色土の11（地山）の黄褐色土が入り混じっている
11．10YR4／6褐色細砂
12．10YR5／4にぷい黄褐色細砂～粗砂
13．10YR4／3にぷい黄褐色粗砂～中砂（¢5mm位の小礫層、¢20cm位の礫を若干含む）
14．10YR6／6明黄褐色粗中細砂と10YR5／2灰黄褐色細砂（シルト若干含む）ラミナ

0

室町時代遺構（井戸SEO22）上部平面・断面図
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．－J

SEO22

1．10YR4／2シルト混粗中細砂（巨礫まじり砂質土）　3．10YR3／3シルト質粗中細砂
2．2．5Y5／2粗中砂
2㌧10YR3／1シルト質粗細砂

4．10YR5／2粗中細砂（若干シルト含む）

I

／

1

1く

室町時代遺構（井戸SEO22）平面・断面図（力
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室町時代遺構（井戸SEO22）平面・断面図②
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室町時代遺構（井戸SEO22）平面・断面図③
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弥生時代の遺物①
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弥生時代の遺物③
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室町時代・江戸時代以降の遺物（○
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室町時代・江戸時代以降の遺物②
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室町時代・江戸時代以降の遺物③
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室町時代・江戸時代以降の遺物④
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室町時代・江戸時代以降の遺物⑤
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弥生時代の遺物（石器）①



図版23

弥生時代の遺物（石器）②
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室町時代・江戸時代以降の遺物（石器）①
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写真図版1

楠・荒田町遺跡遠景（西から）

楠・荒田町遺跡（西から）



写真図版2

1区　全景（北から）

1区　土坑（SKOO2）断面（北から）

一　一、　　　　M『

1区　土坑（SKOO6）断面（南から） 1区　土坑（SKOO7）断面（東から）



写真図版3

2区　北壁（南西から）

2区　東壁（西から）



写真図版4

2区　弥生時代遺構全景（南から）



写真図版5

2区　弥生時代遺構溝（SDO52・SDO54）

全景（南西から）

2区　弥生時代遺構溝（SDO52）断面（北東から）

2区　弥生時代遺構溝（SDO52）（北東から）

2区　弥生時代遺構溝（SDO52）（南西から）



写真図版6

2区　弥生時代遺構溝（SDO52）土器群2（南西から）



写真図版7

2区　弥生時代遺構溝（SDO52）土器群1　　2区　弥生時代遺構溝（SDO52）土器群2（東から）

2区　弥生時代遺構溝（SDO52）土器群3（南西から）



写真図版8

2区　弥生時代遺構溝（SDO52）断面2（東から）　2区　弥生時代遺構溝（SDO58）断面（南から）

2区　弥生時代遺構溝（SDO54）（南から）　　2区　弥生時代遺構溝（SDO54）断面（南から）

2区　弥生時代遺構溝（SDO54）（北東から）　　2区　弥生時代遺構溝（SDO54）（南東から）



写真図版9

2区　室町時代・江戸時代以降遺構全景（南から）

2区　室町時代・江戸時代以降遺構全景（東から）



写真図版10

了威
2区　室町時代・江戸時代以降遺構井戸（SEO22）中層遺物出土状況（北から）



写真図版11

区　室町時代・江戸時代以降遺構井戸（SEO22）中層遺物出土状況1（東から）

2区　室町時代・江戸時代以降遺構井戸（SEO22）2区　室町時代・江戸時代以降遺構井戸（SEO22）
中層遺物出土状況2（南から） 中層遺物出土状況2部分（南から）

2区　室町時代・江戸時代以降遺構井戸（SEO22）2区　室町時代・江戸時代以降遺構井戸（SEO22）
中層遺物出土状況2部分（南から） 中層遺物出土状況2部分（南から）



写真図版12

中層遺物出土状況3部分（南から）



写真図版13

2区　室町時代・江戸時代以降遺構溝（SDO30・SDO31）（南から）

2区　室町時代・江戸時代以降遺構溝（SDO30・SDO31）断面（南西から）



写真図版14

2区　室町時代・江戸時代以降遺構土坑（SKO12）断面（東から）



写真図版15

2区　室町時代・江戸時代以降遺構

土坑（SKO59）断面（南から）

2区　室町時代・江戸時代以降遺構

土坑（SKO32）断面（北から）

2区　室町時代・江戸時代以降遺構

井戸（SEO24）断面（北西から）

2区　室町時代・江戸時代以降遺構

井戸（SEO24）（北西から）

2区　室町時代・江戸時代以降遺構

土坑（SKO20）（東から）



写真図版16

弥生時代の遺物（丑



写真図版17

弥生時代の遺物②

弥生時代の遺物③



写真図版18
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写真図版19

弥生時代の遺物⑥

弥生時代の遺物⑦



写真図版20

72

室町時代・江戸時代以降の遺物①（2区　SEO24）

76

室町時代・江戸時代以降の遣物②（2区　SKO20）

室町時代・江戸時代以降の遺物③（2区　SKO22）



写真図版21
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室町時代・江戸時代以降の遺物④（2区　SKO22）



写真図版22
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室町時代・江戸時代以降の遺物⑤（2区　SKO22）



写真図版23
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室町時代・江戸時代以降の遺物⑥
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写真図版24

ヽ

129

室町時代・江戸時代以降の遺物⑦（土師器皿・土製煮炊異）

室町時代・江戸時代以降の遺物⑧（土製煮炊具）



写真図版25

室町時代・江戸時代以降の遺物⑨（土製煮炊具）
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室町時代・江戸時代以降の遺物⑲（土製煮炊貝）



写真図版26

室町時代・江戸時代以降の遺物⑪（備前焼措鉢・賓）

（外面）

（内面）

室町時代・江戸時代以降の遺物⑫（備前焼措鉢・聾）



写真図版27

帖∴∴－．
ン私心∴“∴霊

㌣ナナ．範
115

室町時代・江戸時代以降の遺物⑬（青磁碗・灰柚碗）
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室町時代・江戸時代以降の遺物⑭（近世陶磁器）



写真図版28

室町時代・江戸時代以降の遺物⑮（瓦）

も士＿＿憩室

（内面）

室町時代・江戸時代以降の遺物⑲（瓦）



写真図版29
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弥生時代の遺物（石器）
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写真図版30

弥生時代・室町時代・江戸時代以降の遺物（石器）
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